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論文内容の要旨
本研究の目的は，分析機器を用いたラボラトリ・オートメーション (L A) システムの標準化を基本
に，拡張性に富む効率的科学計測システムの開発を行うことである。本論文はハードウェア，ソフトウ
ェア両面の標準化を達成するため， IEEE -488 計測用標準インタフェースパスならびiとTiny BASIC 
を基に新たに開発したLA用計測BASIC を用いた点などを特長とする，マイクロコンビュータ分散シス
テムについてまとめたものであり，全 5 章からなっている。
第 l 章では，コンビュータ利用によるLA についてその必要性と問題点をあげ，ネットワーク構造にす
る場合の互換性という面から，標準インタフェース・パスの重要性について記述している。
































(2) 個別に異なる設計思想で製作されたコンビュータ内蔵分析機器群により， LA システムを構築する
に当つての問題点を解析しハードウェア ソフトウェア両面からLA R.適した標準化手法を提案し
ている。その骨子は， IEEE -488 パスを採用した分析機器用インタフェースの設計基準の設定なら
びに機器分析用簡易リアルタイムBASIC の開発であり，実際に小規模LA システムに適用してその有
用性を確認している。
(3) 高位マイクロコンビュータをマスタとし， IEEE -488パスを中心に分散分析機器に組込まれたマイ
クロコンビュータ群をスレイブとして結合させた，垂直分散型小規模 LA システムを試作し，ローカ
ノレインタプリタを介してのダウンローディングとローカノレプログラムリンケージを併用した新手法が，
システム効率を大きく改善することを実証している口
(4) 標準パスシステムのコントローラとして働くマスタコンビュータに，汎用パーソナノレコンビュータ
の導入を図り，その汎用性と標準入出力機器を効率良く利用しうるインテリジェント分析機器群管理
システムを試作し，システムの柔軟性と，ローカル・エリア・ネットワーク (LAN)への整合性に優
-341 一
れていることを明らかにしている。
(5) 個別分析機器内のマイクロコンビュータに高機能を付加すると共に，周辺入出力機器を増強してそ
の独立性を高め，さらに共用型フロッピ・ディスク・サブシステムを加えた，マスタ・マスタ構成の
ネットワーク構造をもっ水平分散型 LA システムを試作している。その結果，分析情報の相関性，相
補性が重視される LA 将来システムのー形態として最適であるとの結論を得ている。
以上のように本論文は，科学計測システムにおいて中心的役割を果たす分析機器のコンビュータ化，
ならびに科学計測の自動化とシステム化を狙うラボラトリ・オートメーションに多くの新しい指針を与
えるものであり，計測工学，情報工学，分析化学の発展に寄与するところが大きい。よって本論文は博
士論文として価値あるものと認める。
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